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研究成果の概要（和文）：養育は哺乳類において種の存続に必須の行動である。養育行動は、養育を与える大人
の側が注目されがちだが、養育を受ける子の側も、大人から「可愛い」という気持ちを引き出し、養育行動を促
進する素因を持つと考えられている。これまでヒトでは、乳幼児特有の容貌や声など、視聴覚や触覚を介した信
号に養育を促進する効果があることが示されてきた。本研究では匂いに着目し、乳幼児期特有の体臭成分を分析
すると共に、それらの成分が、親に対し、養育行動を促す作用を持つかどうかを検討した。

研究成果の概要（英文）：Parental caregiving is critical for the survival of our young and 
continuation of our species. In humans, visual and auditory signals from offspring have been shown 
to be potent facilitators of parenting. However, whether odors emitted by our young also influence 
human parenting remains unclear. In order to test this possibility, in the current study, we 
collected body odors from infants and toddlers, identified compounds that are emitted more from 
infants and toddlers compared to their mothers, and examined their influences on mothers’ 
psychophysiological status. The results suggested that odors emitted by young indeed have an effect 
that facilitates mothers’ caregiving behaviors.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
体臭は、体から発せられる化学物質が元となっている。それらの物質は、個体の年齢、性別、生理状態などによ
り変わるため、体臭は、そうした個体の情報を他者に伝える媒体にもなり得る。ヒト以外の哺乳類では、特定の
体臭成分が、他個体の行動に影響するとことが知られている。ヒトにおいても、体臭が他者の生理状態や行動に
影響を及ぼす例が報告されているが、着衣などを匂いの源として用いた研究が殆どであり、効果をもたらす匂い
の実体が曖昧だった。本研究では、乳幼児の体臭成分同定した上で、その作用を明らかにすることにより、ヒト
の養育行動を理解する上でも、ヒトにおける体臭の社会的な役割を理解する上でも重要な知見を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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